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庄内平野東縁断層帯

　
本
市
は
、
1
9
6
4
（
昭
和
39
）
年

の
新
潟
地
震
以
降
、
大
き
な
地
震
に
は

見
舞
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
日
本
海
の

海
底
活
断
層
や
庄
内
平
野
東
縁
部
の
活

断
層
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
特
に
庄
内

平
野
東
縁
断
層
帯
の
内
、
南
側
の
断
層

で
は
30
年
以
内
に
最
大
6
㌫
の
確
率
で

地
震
が
起
き
る
と
予
測
さ
れ
お
り
、
直

下
型
地
震
が
発
生
す
る
可
能
性
は
否
定

で
き
ま
せ
ん
。

酒
田
で
も
直
下
型
地
震
は
起
き
る
の
？

問
市
危
機
管
理
課
危
機
管
理
係 

☎
2
6

━

5
7
0
1

●落ち着いて自分の身（特に頭）を守る
●あわてず、火の始末
　揺れが激しいときは無理をしない

●火元・家族の安全を確認する
●ドアや窓を開けて逃げ道を確保する
●靴を履く
　家の中にもガラスの破片などが散乱している
　可能性があります
●非常持ち出し品を用意
★津波や土砂災害の危険が予想される地域では、
　すぐに避難する。

●近隣の安否確認
　一人暮らしの高齢者への声掛けなど
●火が出ていたら大声で知らせ、協力して
　消火活動に当たる
●余震に注意する

●テレビ、ラジオなどで正しい情報を確認する
●家屋倒壊の恐れがあると思われる場合は、
　地域の緊急避難場所へ避難する
●避難所開設の情報が入ったら、自主防災会の
　主導で移動を開始する
●非常持ち出し品を持って、近隣への声掛けや
　救助の手伝いを可能な限り行いながら避難所へ
●車での避難は、救助・支援活動の障害となるため
　控える

【施設の中にいる場合】
倒れやすいものから離れ、柱や壁際へ。係員の誘導に従って避難する
【屋外にいる場合】
建物の周りには近付かず、広場のような場所へ避難する
【運転中の場合】
道路の左側に寄せて停車。カーラジオなどで情報収集し、
車を離れる場合は、キーを付け、ドアをロックしない
【海のすぐ近くにいる場合】
津波が来るものと想定して、高台へ避難する

大
地
震
、そ
の
時
あ
な
た
は

実
際
に
地
震
が
起
き
た
と
き
や
そ
の
後
の
行
動
に
つ
い
て
、日
ご
ろ
か
ら
意
識
し
、

家
族
や
自
治
会
な
ど
で
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

今
回
は
、地
震
が
起
こ
っ
た
と
き
に
私
た
ち
が
と
る
べ
き
行
動
を
考
え
ま
す
。

大きな地震が発生したら

発生
直後

1分～
2分

3分～

5分～

外出先で大きな地震に遭遇したら
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▲地震で倒壊した住宅（熊本県益城町）



大地震、その時あなたは

避
難
開
始
後
は
…

　

地
震
に
よ
る
被
害
の
程
度
や
時
間
の

経
過
な
ど
に
よ
り
、
状
況
は
さ
ま
ざ
ま
。

こ
れ
ま
で
発
生
し
た
災
害
の
実
例
や
、

市
へ
の
問
い
合
わ
せ
が
多
い
項
目
を
基

に
、
Ｑ
＆
Ａ
を
作
成
し
ま
し
た
。

﹇
避
難
の
誘
導
﹈

　
　

避
難
が
困
難
な
場
合
、
ど
う
す
れ

ば
い
い
？

　
　

災
害
時
に
支
援
を
希
望
す
る
方
の

情
報
を
事
前
に
市
に
登
録
し
て
も
ら
い
、

自
治
会
な
ど
に
事
前
に
通
知
す
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
、

市
福
祉
課
地
域
福
祉
係 

☎
2
6

-

5
7
3
1
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

﹇
避
難
所
関
連
﹈

　
　

避
難
所
と
は
？

　
　

地
震
に
よ
る
家
屋
の
倒
壊
な
ど
で

被
害
を
受
け
た
方
を
一
時
的
に
受
け
入

れ
る
場
所
で
、
安
全
な
学
校
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
指
定
さ
れ
ま
す
。

避
難
所
運
営
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
、

自
治
会
な
ど
と
避
難
者
が
中
心
と
な
り
、

派
遣
さ
れ
た
市
職
員
、
施
設
の
管
理
者

な
ど
と
連
携
し
て
行
わ
れ
ま
す

◆
公
園
な
ど
、
津
波
や
火
災
が
収
ま
る

ま
で
一
時
的
に
待
つ
場
所
は
「
避
難
場

所
」
で
す
。

　
　

避
難
所
開
設
情
報
は
ど
の
よ
う
に

発
信
さ
れ
る
の
？

　
　

防
災
行
政
無
線
、
携
帯
電
話
な
ど

へ
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
、
酒
田
Ｆ
Ｍ
ハ
ー

バ
ー
ラ
ジ
オ
（
7
6
・
1
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）、

広
報
車
な
ど
を
使
っ
て
市
か
ら
開
設
情

報
が
発
信
さ
れ
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の

避
難
所
へ
。
情
報
を
得
ら
れ
な
か
っ
た

場
合
は
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

へ
向
か
っ
て
く
だ
さ
い

◆
携
帯
ラ
ジ
オ
は
有
効
で
す
！ 

乾
電
池

と
共
に
常
備
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

避
難
所
の
備
蓄
品
は
？

　
　

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
は
、

毛
布
な
ど
の
防
災
資
機
材
、
避
難
所
と

な
る
小
中
学
校
に
は
保
温
用
の
ア
ル
ミ

製
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
（
毛
布
）、
食
料
や
飲

料
水
、
簡
易
ト
イ
レ
や
お
む
つ
な
ど
の

生
活
資
機
材
の
配
備
を
計
画
的
に
進
め

て
い
ま
す
。
各
家
庭
の
備
蓄
品
を
持
ち

寄
り
協
力
す
る
こ
と
も
重
要
で
す

　
　

避
難
所
の
衛
生
状
況
が
心
配
。
ト

イ
レ
は
使
え
る
の
？

　
　

断
水
し
て
も
ト
イ
レ
が
使
え
る
よ

う
、
凝
固
剤
を
使
っ
た
防
災
用
品
を
備

蓄
し
て
い
ま
す

﹇
避
難
所
以
外
で
の
生
活
﹈

　
　

車
中
な
ど
で
の
生
活
で
気
を
付
け

る
こ
と
は
？

　
　

エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
（
肺

血
栓
症
）
発
症
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

や
む
を
得
ず
避
難
所
以
外
で
生
活
す
る

場
合
も
、
近
く
の
避
難
所
に
登
録
し
、

食
料
や
情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
大
切
で
す

﹇
支
援
物
資
﹈

　
　

各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
支
援
物
資

は
、
ど
の
よ
う
に
届
け
ら
れ
る
の
？

　
　

災
害
時
、
市
内
に
救
援
物
資
拠
点

施
設
を
開
設
し
ま
す
。
運
送
業
者
と
協

定
を
締
結
し
、
円
滑
な
配
送
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
準
備
し
て
い
ま
す

﹇
市
へ
の
緊
急
情
報
の
伝
達
﹈

　
　

電
話
が
使
え
な
い
と
き
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
？

　
　

各
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
配
備
し
て
い
る
衛
星
携
帯
電
話
で
、

市
職
員
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
を
通

じ
て
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
安
否
確
認

な
ど
個
人
的
な
要
件
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

Q

A
&

災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

社
会
福
祉
法
人
酒
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

酒
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
所
長  

児
玉 

光
二
さ
ん

　
当
協
議
会
で
は
、
本
市
に
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
市
長
の
要
請
を
受
け
て
、
あ
る
い

は
自
主
的
な
判
断
に
よ
り
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

万
一
の
事
態
に
備
え
毎
年
そ
の
設
置
・
運
営

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
訓
練
は
、
自
治
会
や
近
隣
住
民
の
皆
さ
ん

と
連
携
し
て
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
被
災
し

た
方
か
ら
の
ニ
ー
ズ
が
自
治
会
長
を
通
じ
て

寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
南
陽

市
水
害
で
の
実
例
と
、
当
協
議
会
の
あ
る
酒

田
市
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
津
波
避
難
ビ
ル

に
指
定
さ
れ
、
災
害
時
に
は
住
民
の
避
難
が

あ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
訓

練
の
中
心
は
「
マ
ッ
チ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ
る

も
の
で
、
家
の
片
付
け
や
避
難
所
運
営
支
援

な
ど
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
そ
れ
に
見
合
っ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
資
機
材
を
確
保
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
実
際
に
災
害
が
起
き
れ
ば
、
想

定
通
り
に
事
が
運
ば
な
い
こ
と
も
頭
に
入
れ

て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
当

協
議
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震

を
は
じ
め
、
災
害
現
場
か
ら
提
起
さ
れ
て
い

る
課
題
や
教
訓
を
受
け
止
め
、
よ
り
実
践
的

な
訓
練
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
災
害
時
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
担

い
手
と
な
る

方
も
募
集
し

て
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し

ま
す
。

QA

QAQAQQ AA

QA

QA

QA
地
震
に
関
す
る

▲酒田市ボランティアセンターの皆さん （児玉さんは中央右）
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